
上山高原エコミュージアム 

―第１５５回理事会議事録― 

 
日時：平成 29年 1月 15日(金)PM1:30～ 

場所：上山高原ふるさと館 

出席者： 理  事  小畑和之 植田光隆 中村幸夫 尾崎敦 尾崎美津人 馬場正男               

小幡光政 山本一幸 森田忠浩 山村あけみ 

中谷康彦（委任状） 山村昭義（委任状） 岩垣廣一（委任状） 田中薫（委任状） 

坂本 保（委任状） 

     監  事  中村義則 植村慶子 

事 務 局  馬場正男  田畑艶子    

 

開 会 

①  成立の確認 

  定員 1５名に対し１５名出席（うち、委任状提出５名）で成立を確認した。 

②  議事録署名人の指名 

  議長の小畑和之代表理事が、尾崎美津人氏、山村あけみ氏の両理事を議事録署名人に

指名した。 

報告事項 

１ 各部会の報告 

① 保全部会 

特になし 

② プログラム部会 

特になし 

③ サテライト部会 

山村部会長より報告 

かき餅の製造に取り掛かった。 

事務局より報告 

郵送販売のリピーターにかき餅販売の案内を送付したところ数件の予約は入

っていると報告があった。 

④ ＲＲ部会 

随時 HPの更新を行っていると報告があった。 

⑤ 調査研究部会 

山本部会長より報告 

年末から野生動物のアンケートを配布し今後回収し集計に入ると報告があっ

た。アンケート配布の時期は正月を挟まない時期に実施した方がよい(回収率

が悪い)との意見があり今後検討する。 

⑥ 炭焼きプロゼクト 

休止中 

 

 



２ 事務局その他 

 事務局長より報告 

・12月の特産品販売状況、12月の入館者状況の報告があった。 

・かき餅製造の PRとして新日本海新聞に掲載された。 

 

協議事項 

1 当面の事業について 

① 当面のプログラムについて 

・かんじき作りと鳴滝ハイキングは参加希望者が 3名と少ないため検討の結果中

止することで了承された。 

・かんじきハイキングは現在参加希望者が少ないため今後も PR し募集すること

で了承された。 

2 検討事項 

① 視察研修について 

視察先は関宿、伊勢神宮方面で了承された。 

② 29年度のプログラムについて 

28 年度のプログラムをもとに事務局より素案が出されおおむね了承され

た。（各プログラムの点検と修正・一泊二日の新規プログラムの追加） 

3 その他 

 ・シワガラの滝に設置された募金箱の開封結果が報告され、今後も続けて 

  遊歩道の整備費などに充てることで了承された。 

  また、霧ケ滝渓谷の入口にも設置するべきだと提案され、今後設置することで

了承された。 

 ・シワガラの滝や霧ケ滝の一般客のガイド要請が今後も増えて行く事が予想され

ることに伴い現地案内のマニュアルを作成する事が了承された。 

 

次回の理事会は 2月 10日（金）19：00より  

 

議長は以上で理事会の全てが終了したことを述べ閉会した。 

以上、この議事録が正解であることを証します。    

 

平成 29年 1月 15日 

議    長 小 畑 和 之 

議事録署名人 尾 崎 美 津 人 

       山 村 あ け み 


